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は
い
、

で
き
あ
が
り
。

おしゃべりしながら、知らず知らず動く手から生まれる、
卓上くず籠。祖母や母の手仕事は、

今となってはなかなかエコだし、色紙で折れば、ほらね、かわいい小箱。
さあ何を入れようか。もいちど折り紙。

;

チラシなど、長方形の紙を使います。
長方形の紙を縦長に置き、上から下へ
半分に折り、
さらに、横方向に
半分に折ります。

②袋になったところを
開いて、上側が三角に
なるように折ります。

裏返して、同じように
袋を開き上が三角に
なるように折り、
1枚横にめくります。

また裏返して
1枚を横にめくると、
このようになります。 左右の端を真ん中に

合わせるように
折ります。

裏返して同じように左右を
真ん中に折ったら、
下の四角い部分を上に折って、
折り目をつけます。

内側を開いて、
底を四角く整えた
ら箱の完成です。

もいちど
ORIGAMI、私たちの美しい文化。

折り紙。

その2

箱

１23

4 5

6

7

表紙について

とくし丸の販売パートナー
は全国に10 0 0人以上。
いろんな経歴の人たちが、
いろんなお客さんに会い、
いろんな出来事が起きて
います。特集ではそんな興
味深い話をまとめました。
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時
は
、
と
に
か
く
過
ぎ
て
い
く
。

気
が
つ
け
ば
、
「
ぐ
〜
す
〜
月
刊
と
く
し
丸
」
も
こ
の
号
で
6
号
目
。
い
や
は
や
、
時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。

う
お
ー
さ
お
ー
し
な
が
ら
創
刊
号
の
編
集
に
没
頭
し
て
い
た
の
が
、
つ
い
こ
の
前
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

歳
を
重
ね
る
た
び
に
、
ま
さ
に
「
光
陰
矢
の
如
し
」
を
身
を
も
っ
て
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
、
確
実
に
「
ぐ
〜
す
〜
フ
ァ
ン
」
は
増
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
い
た
だ
い
た
お
便
り
の
文
面
を
読
ん
で
い
る
と
、

ヒ
シ
ヒ
シ
と
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
「
熱
い
想
い
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。

｢一
生
読
み
続
け
ま
す
」
「
偶
数
月
の
1
日
が
待
ち
遠
し
く
て
」
「
今
号
は
5
冊
も
買
っ
て
、
孫
や
ご
近
所
に
配
り
ま
し
た
」

な
ん
て
お
便
り
を
い
た
だ
く
と
、
当
た
り
前
で
す
が
、
疲
れ
も
苦
し
さ
も
一
気
に
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
の
声
援
が
、
何
よ
り
も
励
み
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
続
け
ま
す
。


